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議事 

1． 渋滞対策協議会検討経緯 
2． 主要渋滞箇所の渋滞対策状況の確認と効果検証について 
3． 県内の直轄国道に関連する道路事業・渋滞対策の紹介 
4． 道路交通アクセスの取り組み 

 
議事要旨 
・西脇山口線の車道部のみ全線開通に伴い、馬橋西及び谷交差点が対策中から対策済となったこ

とを報告した。 

・対策完了から２箇年が経過した14箇所及び対策案検討中1箇所は選定条件（旅行速度）の効果

検証結果から解除不可能であったことから、今後対策完了時期が早い箇所から順に個別の現地

状況による渋滞の確認を行っていくことを確認した。 

・次回協議会では、今年度現地調査する4交差点（千手院前・市脇・橋谷・朝来駅南）の渋滞状況

を確認することにしていたが、新型コロナの影響に伴い現地調査の必要性について意見があり、

調査について検討が必要となったもの。 

・大谷交差点（国道26号）の右折車線の延伸や左折車線の増設など県内の直轄国道に関連する渋

滞対策について確認された。 

・近畿地方整備局管内における道路交通アセスメント制度の運用について確認された。 


